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平成　26　年　1　月　24　日　（金）　　　　　　　　司会：久保　奈々美・記録：坂本　美寿々
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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・1月23日、八戸保健所管内でインフルエンザの「注意報」が発令されました。感染予防のため、手洗いを徹底し、人混みを避けると共にマスクの着用を心掛けて下さい。
・本日15：30から嗜好調査実施予定となっています。

＜患者様連絡事項＞

・山下　拓也様～本日日赤病院整形外科受診しています。右肘部、右股関節については特に問題なく、右肩については骨頭が正常な位置より落ち込みありそれに伴い可動制限が生じている。現在のリハビリにて多少可動域の改善はあるが元に戻る事は難しいとの事。痛みの原因としては筋肉が癒着し硬くなってしまっているのが原因との事。次回受診は一か月後との事だが予約が埋まっているとの事で4/11　9時からとなっている。

　　　　　　　　また、定期的な外出訓練については暖かくなったらとのお話あり。成年後見人の方へもその旨説明しています。

・中村　弘行様～本人様より食べ物についてどのような物を食べたらよいかとの確認あり主治医へ確認しています。サラミやするめ等はなるべく控えて頂き食事をしっかりと摂取して頂くよう促していきましょう。

・松川　麗様～風邪薬については本人からの訴えや症状等が無い場合には飲み切り止めの

指示あり。症状継続している場合には処方して頂いて下さい。

・本多　富美様～本日10時～16時まで外出に行かれています。

・長谷川　陽一様～本日9：30～15時まで外出に行かれています。

・泉川　ケイ子様～踵部のひび割れの訴えありウリモックスクリーム1本処方となっています。

・根岸　英子様～臨時薬一部変更にて4日分変更となっています。また1/30　9:30～

　　　　　　　　介護認定調査の予定となっています。

・谷川　茜様～1/26　退院予定となっています。退院時薬は処方済みです。

＜要注目患者様＞

・中居　松男様～本日朝食後ホールにて「天皇陛下！」と叫ぶ事あり介入しています。ま

た、他者への干渉多く見られており落ち着きのなさも見られています。

　　　　　　　　引き続き、歩行状態や発言内容に注意し他者とのトラブルがないよう密

な観察を行っていきましょう。

・伊藤　五十二様～気分変動等見られず、落ち着いて過ごされています。本日洗濯用洗剤を購入されており「自分でやる」と話されていいます。家族洗濯の方でしたので面会時本人の意向を伝えて行きましょう。

　　　　　　　　　看護度Ｂ－Ⅱ

・松川　麗様～本日御家族様への電話が繋がった後より大声で不満を訴える事ありますが

行動化は無く、昼食も声掛けにて摂取する事出来ています。引き続き訴え

を傾聴しトラブル等に注意していきましょう。

・根岸　英子様～逸脱的言動は見られませんが日課については声掛け、介入を要しています。行動に落ち着きがなく突然小走りになる事ある為、所在の確認を行い事故等に注意していきましょう。

・武井　睦雄様～昨日転棟となっていますが日課等問題なく行われています。本日Ｂグループにてリハプロに参加されており、他者との交流も見られています。今後御家族様と連絡をとり外泊訓練を行っていきましょう。

　　　　　　　　看護度Ｃ－Ⅲ

＜猪股Dr診察＞

・奥寺　徹様～就床前シンラック10滴内服の予測指示1/25～2/7まで継続となっています。

・駒木　洋士様～退院について姉様より主治医との面談希望あり。主治医へ情報提供し2/7　15：30～の予定となっている為御家族へ連絡する事としています。

※赤石　陽介様の忘薬事故振り返り行っています。

※佐藤　幸男様インシデントの振り返り行っています。

	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	　　　　1　月　　　　24　日　　　　13　時　　00　分～　　14　時　　　00　分

	
	

	実施場所
	西ミーティングルーム

	
	

	参加者
	阿部Ｎｓ、久保Ｎｓ、橘Ｎｓ、清川Ｎｓ、坂本ＣＷ、松橋さん

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	外泊中の忘薬

	
	

	
	

	原因分析
	・就床前薬服用前に寝てしまい、飲み忘れてしまった。
・服薬の必要性についての理解が得られていなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・服薬の必要性について再度説明し理解を得る。
・主治医へ情報提供し薬剤調整を行っていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	


